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判決日まであと 1ヵ月。勝利判決に向けてラストスパートです。4月も高裁前座り込みにつづき、駅頭宣伝に高裁

前宣伝・要請行動、日航本社前宣伝・要請行動と、勝利判決に向けた奮闘が続いています。 

 

１７日：成田オペセンで従業員にビラ 
  17 日は、成田の日航オペレーションセンター玄関にて

ビラ宣伝を実施。これから乗務につく人、乗務を終えて帰

ってきた人等々、オペレーションセンターに勤務する日航

グループの社員にチラシを手渡しました【写真】。また 17

日は、オペセンでのビラと並行し、成田空港の旅客ターミ

ナルでも、日航を利用するお客様にチラシを配布し不当

解雇撤回闘争への支援を訴えました。 

 

18日：定例の本社前宣伝・要請行動 
小雨まじりで冷たい風。18日は国民共闘定例の日航本

社前宣伝・要請行動。オープニングはうたごえのみなさん

によるコーラス。次第に雨も止み、力強い訴えが続き、暗く

なってきた本社前は熱気に溢れてきました。要請に対し日

航は相変わらず玄関先で対応【写真】。怒りのシュプレヒコ

ールをバックに、要請団は玄関前で時間一杯交渉を続け

ました。 

 

ＩＬＯ勧告受けて厚労省・国交省と交渉 
国民共闘は 18日に厚生労働省と、22日には国交省と、

ILO勧告の履行を求めて交渉を行いました。 

日航の解雇事件については 3月 27日に山下芳生・山

本太郎参議院議員が、4月 10日には福島瑞穂参議院議

員が、4 月 16 日には穀田恵二衆議院議員が国会で取り

上げ、政府に対し解雇撤回と争議の早期解決に向けた日

航への指導を迫りました。政府の答弁は「係争中につき推
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日航は不当解雇を撤回しろ～!! 

4月25日日航本社前で 
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移を見守る」「個別・具体的案件にはコメントを差し控える」

というもの。またＩＬＯの二次勧告については「政府でなく

日航に出されたもの」と述べ、解雇時点の人員体制の明

示要求には「日航は非公開としている」として、人員削減

目標の超過達成を隠蔽している日航を擁護しました。 

要請行動にて厚労省・国交省にＩＬＯ勧告の早期履行

を要求しましたが、双方とも国会での大臣等の答弁の域を

出ませんでした。 

「係争中につき推移を見守る」ということは、「係争中は

ILO勧告を履行しない」ということであり、こうした対応は許

されません。再度の交渉を要求し要請を終えました。 

 

１９日 千葉でログラン宣伝第２弾 

 19 日の土曜日、千葉で「ロングラン宣伝第 2 弾」が実

施されました。千葉で活動する労組や民主団体等から総

勢で約８0名が参加し、船橋駅で 1時間、移動して津田沼

駅で 1時間、ＪＡＬの不当解雇撤回への支援と署名への協

力を訴えました。 

 

２１、２２日 羽田空港と都内の 6 ヵ所で 
2１日は羽田空港で乗客ビラ【写真】。ＪＡＬ原告団、日東

整及び契約制ＣＡ雇い止め争議の三争議共催の行動で

す。そして、22日は都内6駅頭で一斉宣伝を行いました。 

 

23日 福岡支援共闘会議が総会 
4月 23日、福岡支援共闘は第 4回総会を開催しました。

また当日は、総会に先立ち、会場近くの博多駅で宣伝行

動も実施しました。 

総会では、弁護団より山口弁護士が人員削減目標を超

過達成していたことなど、控訴審で解雇の不当性を明確

に立証したことなどを報告。福岡在住の原告、榊原さんら

が決意表明を行いました。判決日が直近に迫る中での総

会。当面の運動方針を全体で確認し、全力を上げて判決

日に向かうことを誓い合いました。 

 

 

２３日 裁判所・厚労省前で宣伝行動 

署名も提出しました 
23日は12時から高裁前及び厚労省前で宣伝行動。宣

伝行動終了後、参加者で要請団を構成し、東京高裁に署

名を提出するとともに要請行動を実施しました。これで提

出した個人署名は、累計で 34万筆になりました。 

 

24日 横浜＆田町駅で宣伝に署名 

24日は横浜駅と田町駅の 2 ヵ所で宣伝行動を実施。 

横浜駅には約 100 名が参加。「あの日本航空が」「初め

て知りました」と驚きの声を、また弟さんが日本航空の管理

職で早期退職したという人も激励の声をかけてくれました。

大企業で働く若い男性からは、「企業は労働者を大事にし

ない」と怒りの声が。定年退職したという女性は、「女性が

頑張って働き続けてきたのに、ひどい」と言いながら、写真

学校の宿題－課題はドキュメンタリー－に最適とシャ

ッターを切っていました。 

初めて実施した田町駅の宣伝行動には約 40 名が参加。

横浜も田町も大変な盛り上がりで、参加者から「またやりま

しょう」という声を頂きました。 

田町駅の宣伝行動に参加されたみなさん(行動を終えて) 

あいさつする福岡支援共闘代表石村善治福岡大学名誉教授 


